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上西明（うえにし・あきら）  建築家、「現代・和室の会」常任幹事
1959年生まれ。東京大学大学院修士課程修了。槇総合計画事務所を経て、上西建築都市設計事務所
を設立。主な作品に、奈良県医師会センター、岩尾整形外科病院、大田区うめのき園分場など。共著に
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場空間への誘い』（鹿島出版会,2010）。（『和室学』第7章「モダニズム建築の和室」執筆）

■「現代・和室の会」
「和室文化」を総合的に把握し、その固有の価値や多義的意味を解き明かしながら、次世代への継
承と無形文化財としての国際認知を目指す団体です。和室と関わる多方面の研究者や行政、設計者、
職人・生産者等で構成し、セミナー・見学会等の活動を行っています。

2026年4月17日              
「日本住宅の基本要素と変遷 ― 寝殿造から書院造まで」 
小沢朝江

栗林公園掬月亭

2026年度は、和室を構成する「要素」に注目し、その文化と歴史を辿ります。日本の住宅は、木造かつ柱と梁で構成される軸組構造を基本とし、

多彩な建具により内と外を区分してきました。フレキシビリティの高い空間構成や、外部との連続性はその工夫によって実現されてきました。「和室」は、

基本形は同じでも、柱や天井、建具のそれぞれの寸法や仕上げ、材料の細やかな選択によって、異なる空間を演出できます。そこに籠められた美意識

や歴史的背景を読み解き、「和室」を一段深く理解します。

和室は、一般に書院造がその起源
とされますが、一度に完成したので
はなく、古代の寝殿造が生活や身
分制度の変容、儀礼やもてなしのあ
り方に合わせて変えられ、到達した
ものです。その空間は、天井の高さ
や仕様、部材の寸法や材種、建具
の使い分けなどにより、部屋の性
格に応じて演出されました。第１回
では、和室を形づくる基本要素に
注目しながら、和室の成り立ちを通
観します。

「柱」は、木造の軸組構造を主とする日本建築において最も重要な要素であり、
象徴や信仰など特別な意味が付与されてきました。大黒柱や棟持柱、床柱など

もその一例です。また和室では、
柱の配置が設計上の基本となり、
どんな樹種をどこに用い、どのよう
に加工するのか、手法も工夫され
ました。特に茶室や数寄屋造で
は、一室に多種の材を併用し、自
然に見せるための繊細な仕上げが
施されています。その美意識を、
実作品を通して読み解きます。

老欅荘（ろうきょそう）は、近代茶人
松永耳庵（安左衛門）が昭和21年
(1946)に小田原に営んだ住宅で
す。創建当初は、戦時下の建築統
制により20坪ほどの小さな住宅
でしたが、３度の増築を経て現在
の姿になりました。本来は不足を
補うための増築を意匠に転換する
手法が秀逸で、部屋ごとに材の選
択や天井・建具の意匠が異なりま
す。「日々是茶」の精神を具現化し
た住宅を、庭と共に鑑賞します。

「建具」は、内と外、部屋と部屋を区切る存在です。平安時代には唐戸や蔀が主
でしたが、平面の変化に伴い引違戸が中心となり、使う場所に合わせて多様な

バリエーションが工夫されました。
さらに近代には硝子という新素材
も加わって多彩な意匠が生み出さ
れました。建具に描かれた障壁画
は、部屋の機能や性格を示す要素
として画題や画法に細かな規定が
定められました。建具を通して、
日本住宅の空間構成の特質を探り
ます。

帝国ホテル建設に伴い、フランク・ロイド・ライトのアトリエスタッフとして、欧州
より来日したアントニン・レーモンド。日本家屋に多くの示唆を得たレーモンドの
自邸は、畳を敷き詰めることはありませんでしたが、和室のエッセンスともいえ
る「柱」「天井」「建具」の要素を巧みに組み合わせたものでした。レーモンドの
作品に魅せられ、彼の事務所に入所した吉村順三は、独立後に、ロックフェラー
家のための家をニューヨーク郊外に設計しました。その家もまた、端正な和室と
いうべき部屋群を、畳を敷き詰めることなくデザインした住宅でした。それら
の作品を通して、日本と海外の人と文化の交流から生まれた、和室デザイン
の精華を見ていきたいと思います。

6月19日              
「和室の要素 ① 柱 ― 基軸と象徴性」 小沢朝江

9月19日              
「松永耳庵　老欅荘（小田原市）」 小沢朝江

7月17日              
「和室の要素 ② 建具 ― 内と外の隔て方」 小沢朝江

10月23日              
「 海を渡った建築家の和室」 上西 明
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交通 ○東京メトロ銀座線「外苑前駅」より徒歩8分
        （青山通りを渋谷方面に向かい南青山3丁目交差点を右折。1つ目交差点左手）  


